
この年には市行、方

資 十IH、 工明地 イに

よる市橋市官4ケを送阜

キ17A同れ台の工事が4D6

まりました こ の有様

Ⅲ々とはヽ時
「
Jヒ前Jと

いう名Mを 使っていましたが、後に lH召和49

年十卓郁、山部と合併してお りますJ

また こ の年から団地のス居者が増え始め

ヤ十町はよ第に大きくなってゆきます。

昭和38年度 高 橋 静 雄

この年の 4Hに '姿

議員選挙があ り、鯨井

好一氏が 3選 されまし

,こ合

また、この年の夏に

示痢が発iし 13者敗

昭和37年度 高橋重太郎

‖り‖いノ、十朝令暮畝はおろか、組長会議を lR

に 1■もやるなど 対 求に大わらわてした。

ロケヽ民館で町民全員が棟にをしたものです.

荷1とから始った有線抜送の工事は 1戸一人
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!37年はとヽ明政治連盟がえ足した年てある.

391iに公明党となる.

1東 京の作に ア、 か 1000万 ノ、を実成した.

世界初のブご詢!市である.

11戸畑と吉とを結声束千一のつ り橋 「古戸六

橋Jが 聞通したc 3年 半で生成Ⅲ

I〕替法調査全が束京で初の公姫会を開いた.

や北海道恵にて農民が自衛隊の通信線を切断

したとして民間人としては初の自衛隊法,と

反で起訴されたtた に 1昭和42年十無軒と

なる[

iこの年の流行話は 「わかちゃいるけど止め

られないJ、
「そのようよJ

,在 行敦 「いつてもウをJ、「下町の大陽」そ

して再び ・=i子J

■ヒ /卜峡画 「“は2イ J、
「■_■ ‐ラのあ

る町」、
「切HEJ「 車戒Jな ど。

● アイリカが原 子力潜水艦の 日本寄港を申し

スれた。

i北 九川市が誕生した=

1日 本で 1位 、世界で第 4に の判慎の具vT2'

第 1発電所が完llkした=(ク ロ4ダ を、)

〕■1事件で全員無平か確定した.

t,亡!阜事件は2′、に有罪判えがあった。

,こ の年 「お呼びでないJ、「丈夫で長もち」

などの言葉がはやった。

● Ft Fi歌は「高fr 3年生す、「今日はホちゃんJ



が勤労奉仕に出るなどして、この年に完成 し

町内への連絡が脩に取れ るようにな りまし

よt。

昭和39年度 都九仁作(代筆)

追 憶

長い年月、伝々と他

県で勤務し、前 くとる

さと荒牧にもどう、町

内の皆様方との交りを

大切にしながら、90区

の区長という肩書きを拝命したのは、今から

r度20年前の39年4月でした。あとlヶ月半

という年度末の40年2月、突然心厳喘息の発

作て群大に入院、1年 7ヶ 月の病開生活の甲

斐もなく、あれほど再起を願っておりました

のに、41年7月掃えらぬ人となりました。思

いもかけない現役中の入院で、町内の皆様に

大変ご迷惑をおかけしましたことを思いおこ

し、返す返すも残念で、中しわけなく思って

おります。

当時の戸数は、270戸位で組故も27組でし

た。町民か綸番で毎朝、常使いという名で区

長宅にご用伺いに見えられ、奉仕活動として

組長さんとのパイブ役をつとめて下さる伝統

的な流れの中で、お互いに顔見知りともなり、

朝のご挨拶も交換出来たりして、あれあいの

面ではよかったと思います。

区費徴収の予算年額は、当時25万円位で20

年後の今日の520万円とは、人口増もさるこ

となから比較対照にならない程、時代の推移

をひしひしと感じます。区費の駅課基準も、′

○オリンピッタ東京大会が開かれた。

①新潟大地震があった。

①東海道新幹線が開業した。

○池田音網が辞任し、佐藤内閣が誕生した。

○狭山事件の石川被告に死刑宣告が出た。

○この年の流行語 「rsれについてこい」、

「シェー」、「ウルトラCJな ど。

○流行歌「お座我小唄」、「アン,椿は恋の花」、

「夜明けのうたJ

Oヒ ット映直 「砂の女J、「怪談Jな ど。

｀固定資産税40%、市県民税35%、見立割10%、

均等割15%と いう方式で、個々の税額を一人

一人机 上にのせるまでが大変だったようでし

た。納税の令書が役所から層くと、それを27

組に分類する時など、つい手を出して手伝っ

たものでした。団地のご婦大方に荒牧町婦人

会への入会を回覧でヽす めヽしましたが、力

不足もあって実現を見ることが出来ませんで

した。 8畝割や80坪などの国畑が、群馬大学

の政地に転換され、荒牧町が大きい発展へと

歩み出したのもこの頃であったと思います。

大正 7年に母校桃川小に代用教員として、

月際15円でお世話になったことがきっかけと

でも申しましょうか、やがて念願が叶って束

京の駒場に進学し、つヽいて兵庫、新潟、群

馬県等の農林高校に孝職、その後、県開拓課、

―- 26 -ヽ



農事試験場等の農業細に勤務し、上の匂いの

しみついた■産であったと思います。

毎年夏が来ると真赤な実蓉の花が、とても

見事にを先にボッカリと開きます。故人がべ

院Ⅲ、病院のをに咲いたこの花の種子を、紙

に包んで手たしてくれた20年前の一粒だねの

尊い生命が今も生きつ けヽているのです。

今力投球は果し得ませんでしたが、荒牧町

昭和40年度 高 橋〓真再

昭和41年度 小 池 源 郎

好

前年から始まった広

瀬川発電所のための広

蔽打1改修工事が完成

し、見連えるような川

になりました。同時に

改修した延命寺川のエ

掌も終 うました。

この年、群馬大学教養学部のための用地を

売 ウ渡しました。関根、川原を合めて 3町 で

売った総面積は10方坪、単価は坪3,800「1で

した。前年に広瀬川発電所用地として県企業

局へ売ったのは坪6,500円と聞きましたから、

これより安かったことになります。

この年は冷害で春蚕のはき立ては 6月13日

と遅れました。

この年は宿前という小学の一本橋 (首 1本

橋がかかっていたのでその後もそう呼んでい

る)現 在常察の待機費のあるところですが、

ここの道路の拡張を行いました。また、国道

‐FI■ ― H―
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の区長44のお仲間に入れて頂き、その伝統と

確史の中で、過去を物語る一人として、また

新しい文化への進展と、よりよい末来へのと

もしびを受けつがせて頂くことが出来た一人

として、30周年記念詩の発行にあたり改めて

感謝申 |をける次第でございます。新しい世代

への益 の々御発展をご祈念中し上げ、故人に

代りましてのごあいさつといたします。

0昭 和40年は日韓基本条約が調印された年で

ある。

Oこ の年、長野県■代群発地震が始った。

0東 京都議会議長選をめぐる不工事件で部浅

会が解散した。

O中 央教育審議会は青少年のあるべき姿につ

いて 「期待される人間像Jと いう中間草案

を発表した。

O自 衛隊の 「=矢 計画J力 国`会で論議になっ

た。

Oこ の年の流行f語は「しごきJ、「マジメ人間J、

「やったるぜJな どり

o FL行歌は 「素J、「まつの木小唄」、「網走番

外地」、「女の意地J、「函矯の女Jな ど。

O早 価田大学で卒業試験にビケが張られ、学

核側は学生の構内一時立入奈止をした。

O建 □記念日審議会は 2月 11日 本進国記念

日として適当と答申した。



束の,ヒ木 の 近くへ通

字路をつけるために、

二地を坪当 り1000円

で売ったのも、この年

でした.こ の年の特徴

としては、Et治会長を

と候補で選んだことでしit。

昭和42年度 養田隆次郎

区長より自治会長に

昭和42年、前同より

■年たったて 日 格寺、

川FIII、各町による、幕

90に のな は切れてい

た。上つこの年よりに

長は高お会長とま名された。時にⅢⅢ常歓401

戸、社長2S名 (内 」地 7名 )、1:に大世常に

寛えた=こ の年 有橋i白防団の第一卜の統合が

あり、売核、川i原、日輪キ、川端、各LTによ

り ,ケ lFrl成、本部力【荒牧町に決定、その

詰所、器具置場等、境内に建設された。文 ド

宿にあった、火の見槽をそのま 現ヽ在地に,

転した時の町内半げての素晴しかった事が験

に浮メ=共 の後第二凹の統合があったか建物

だけは費っている。

Aに 企半局による、は簡"1の大1:手が行は

ね"前 にニ レ所の発電所ができた,又 、当時

は行政をLj頭で行っていた。本部含でもあり

時代を考え、終会の資料宰、農協の (ガリタく

ン|を お願いした手をLEい出す。
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t〕荒船清十郎運輸相が地元深合駅へ急行を存

■させるようにしたことが切らかになって

辞任した。

0国 会が黒い需解散をした。

Oこ の年のlrt行語 「びっくりしたた、もう」

〔)流行歌「霧の摩用前」、「ラブユー東京J、「星

彰の ワルツ」など。

●アメリカのベトナツト介人がニスカレートし

た年で、アメリカロ内でもベ トナム反戦握

動か活発化していて、わが日でも 「7ア リ

カは大 トナムから手を,|くべきだ」との声

があった.こ うしたおり、佐藤首相が高六

トナン、を訪問することになった。これに反

対する三J「往学速を中心とする約2,000人

が羽田空港へ緒案し、雪官と節々し、大提

=Lとなった,こ れを第一次羽回事件と呼ん

だ。

O四 日市で石Hlヨンピナート6社を相手ど,

初の公告訴訟姓半!が始まった。

O羽 田牢港ピル、東京駅、新幹線車内などに

時lFt曝いの爆破が連続して起きた。

つ向動車の保有台数が1,9190万合を々は、ヤ

イカー時代に入った。

O女 性のスカートのt二化が進んだ。

0こ の年の流行話 「″ヽブニング」、「ポイン」

など。一方、流行秋は 「世界は2人のため

にJ、「ブル‐シャトー」、「小格の想い出」、

「A赤 な太陽」、「君こそわ/JS命」など。



昭和43年度 高 橋 静 推

この ltは高l~結体

|インター イヽ|ルモFi

われる前liのため民石

材tにの亭県を開始しま

した

また、この11には国

土詞古|一=詞 資|が高品jrlにの トッブを切っ

てFiわれました=

このころ耐地では■自モ結とiをやったり

卜水掃■や道路のデコ■コ修祥などを[てお

りました.

この年度の特徴としては、本議院議院遥■

違反による市議会りi― ル運動、市議会解散

によるだ吉ガイiわお、関口二十(アヽ氏が当足し

ま1た :

昭和44年度 養田東大郎

このliはインターフヽ

イがイiわれ、町内でも

数軒が民宿を受け持ち

ました.

また、この年はlJl l

小学十々前と、 1地 の道

路の締■工事を行いました.

このころ、団地も次第になが増えてきて、

年に 1度の結とキては意をつくせないのて、日

まわ,保 育同をは ,て団地のlI民を対象にE

:た会を2同 行いました.

●アメリカの原 r力虐水嵯エンターブライズ

が住世保に とヽし 反 対運動が起きた.

■全国116の大■でヤilI争がtcきた.

tい ちゃん農業のilT‐が勤めに出る者が増え

2ちゃん、1ちゃん農★が多くなってきた。

●宮 1県神通川抗成で多数の屯旨が出た件に

ついて,■ をは神何拡業の出したカドくウ

ムによるものとして会害11と認定 した.

■」ヽ笠原語鳥か正式に ど提された.

■ア京、lF中市て銀行の規生tr送■から3信

円が空われた.日H和50年 時 的となった。

,こ t‐年国民活■にが52"七7+信 となり、西

ドインを技いてアメ|力 に1末ぐ自由世界て

亭 2庁 となった=

■八暗、富士が合併して新日扶が発足した〕

●学■ll手が抗 く中で皆視庁は旨官61800人

を動最して支 (安田講堂封鎖を解除した.

●上歳式ネ■ンコか15年ぶりに1宝活

tナミエスカー トにかわ リメンタ■ンがはや り

始めた.

●佐は、ニクフレ会註で,中提進遠がよまる。

●この年の流行語 ‐あっと首くタメゴローJ、

注行敢 「申F宿の女ふ 「市埋J I浩町ブルー

ネJな ど,

―- 29 -―



昭和45年度 今 井 恒 雄

昭和46年度 高 橋 常 治

この年は新都市計両

法に喜ぢき、市より市

街化区域か調警区政か

の方向をた定するよう

追らl■ましたc 8月 に

住民投票を行ったとこ

ろ、営成多数で、市街化区域 と決定しました()

この年に北部小 (正式には荒牧小となる)

の用地として約 2町歩、坪25,000円で市へ売

りたしました。

この年に子供会育成会が結成され、同時に

子傑会も誕生しています。

この年の世帝数は

560声、組数は38組で

した。この年は区画幣

理の促進について前橋

市より数回の連絡があ

りましたが、協議の結

果時期尚早ということで見送 りました。

また、この年に公民館建設について委員会

を結成し、いろいろ協議した結果、荒牧神社

境内に、荒軟神社々務所兼公民館として詩可

中請をすることになりました。神社庁からは

十地を無値で貨与することを含めて計可があ

りました。そこで、建設資金計画を立てたの

ですが、その内容は、町内共有地 とした土地

を前儒市へ400万円で譲渡し、市からの補助
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ID日航よど号が赤軍irを名のる9人にハイ

ジャクされた。

0日 本万障が大阪で行れた。

0高 度経済成長の日玉である大型工場が作地

に林立 し、公害問題が深刻化した。

()東京銀座で歩行者大国が始まり、その後全

国各地に拡がった。

●東京渋合で初のウーマン リ ブ大会が開か

れた。

0こ の年の流行語 「夕ヽイジャクJ、「わるのりJ

など。

流竹弘 「′[れ・ウタローJ、「々 の者地J

0成 田空港用地の強制代執行が始まった。

C)第1銀行と勧業銀行が合14した。

0公 害Fgb題がますます深刻化してきたため、

環境庁が発足した。

O普 手県雫石上空で自衛隊挨が全日空旅客機

に衝突、162人全員が死亡。

(うこの年、交番など警察関係を中心に適激派

の爆押事件が51件も発生した。

Oニ クツンのドル防犯174策はドル安を47き、

対 ドル レ ートの蛮動相場制へ移行し1ド

ル部)8円に円を切上げたc

つ流行語 「ガン′(ラナクチiJ

O流 行歌「わたとの城下町J、「知床旅情」、「ま

たとう日までJ、「ピンドン′`ン体繰」
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昭千口47年度 高 橋 喜 作

= |て t'いくつかに

it= ■ itさせ‐ 真

=ま す:を す)章―ti

「!|と1草か高信ヨ |〔郎

i''｀子盲によ'、 た

■|■ て上地を拝は[

4W十 中,ヒ ′ケiL梶十■方キ行れた:

43キ 軍ウ|サ主山にすウトを持ち★堂 ナサ

■校ブ、を,テ,た ―=い て,三問 者 に行[■[

1と柿さ'tろ

|IⅢ母のj[止に力ヽ Eモさ11、i中梶帰か発屁:

中PJ門成十 日 本'J島政進論を発表:

"す "与 にtイし■スモ ′ク発十=

U中 J支同ヤ| lti対 F成 主=六 レイルⅢ官

f,(ア、■をと★ろ

1'|チヽ電|し ,一 t'tか jttスSI_フーム

:十巾t モtた つてすか、耐用千枚が■イに

=il:■  市 京しま,とヽ|こ とにとい li

■に宝Ⅲ=景 車 1吾員長=日 真★P「RIて ■

h■ !とう:方1 11月、工事音!コイ円 画 特

IⅢ I拘 =章 叫3ⅢⅢ万日てこにi文 しまし十二

二=■ ==モ ニ●高といか呼体とました

を■J=ゼ 弓1■ つ|ヒ ■ ■■! lヽⅢ性ニ

i=■ ■てしたt と"序 つ李庁上つ古古十モよ

」Ⅲ ⅢⅢ=円 てした:

を'J■ 章rr十■千々の聞l~てす:日J向に 」

■,いJ■ にかできるとtう こと よ、lLいはJに

巾r)ないことてす=

■′)1は 1/年斉オのことです―HI橋)也|★

4‐ ■十改まで,とたたのて 育 bにi長い |[

■た と十年十Lて ユニホームを十「ることにたり

青
イを■■たところ、411'6Ⅲ円阜 りまLた :

十車 =キ 1く t】卓に時となりまとたt
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新 日 の 不 動 権


